
　　　　　　　 【様式４】

佐世保市地域福祉計画・地域福祉活動計画　取り組み評価一覧表 平成●●年◆◆月現在

No 各取り組みの評価概要 基本施策の評価 取り組みの実施率

(4)
ホームページでの地域福祉に関する情報の充実を図りま
す。

市
社協

今後の展望を踏まえたコメント

基本施策の判定

今後の展望を踏まえたコメント

基本施策の判定

No 各取り組みの評価概要 細目の評価 取り組みの実施率

(13)
「ふれあいネットワーク」の周知と機能の強化を図りま
す。

社協

今後の展望を踏まえたコメント

基本施策の判定
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市
社協

細目の内容／取り組み主体 採点/判定

各分野においてサービスを提供する事業所の方々を対象
に、地域福祉の必要性や各分野の制度・サービスを学ぶた
めの講演会や研修会を実施します。

社協

災害時に、支援が必要な方々にどのような支援を行い、当
事者の方々自身はどのように行動すべきかを示す「災害時
福祉行動マニュアル（仮称）」の作成を進めます。

社協

地区ごとに「地域コミュニティケア会議（仮称）」を実施
し、市、社協、事業者のほか、地域の活動団体や民生委
員・児童委員などを含めた、地域を切り口とした多様な主
体によるネットワーク化の促進を図ります。

③
人材の確保

(10)

ボランティア研修会などを実施し、幅広い世代の方々に地
域福祉活動への積極的な参加を呼びかけます。

社協

デイクラブやふれあいいきいきサロンなどの住民による交
流の場づくりを推進し、その参加者が増えるように努めま
す。

市
社協

社協

地域住民やＮＰＯなどに、各地区の福推協が主催する住民
座談会への参加を呼びかけます。

各地域の中で様々な分野で活動されている方々の情報を、
リスト化するなどして把握し、それを活用した地域として
の活動を広げていきます。

社協

市
社協

市
社協

③
次世代のための
意識と機会づくり

(7)

(9)

②
地域住民と専門機
関による連携の促
進

(14)

①
地域住民による
情報収集の促進

(12)

(15)

基本目標２　みんなの行動で、まわりの課題に早く気づき、解決につなげられる地域をつくろう

基本施策/細目

市

市
社協

基本目標１　地域福祉の考え方を広げ、一人ひとりの行動を推進しよう

基本施策/細目 細目の内容／取り組み主体 採点/判定

１
地
域
福
祉
の
考
え
方
を
広
げ
よ
う

①
地域住民の理解を
促す機会づくり

(1）
「まちづくり出前講座」の中に地域福祉に関するテーマを
設け、各地域へ出向いて、市民への意識啓発を図ります。

市民が地域福祉について身近に感じ、よりわかりやすく理
解するための講演会や研修会を実施します。

福祉用具の体験や、高齢者・障がい者の方々との交流など
の機会を通じて、子どもたちの福祉についての意識啓発を
図るとともに、「自分は地域の一員」という意識のある小
中学生が増えるように努めます。

②
広報手段の活用・
充実

(2)

(5)
広報紙（広報させぼ、社協だより）を通じて地域福祉の情
報提供の機会の確保に努めます。

２
住
民
自
ら
の
行
動
を

推
進
し
よ
う

①
活動の場と参加し
やすい雰囲気づく
り

②
地域組織による積
極的な活動とＮＰ
Ｏなどとの連携

(11)

(8)

Ａ　意識づくり部会　１３項目
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(1)出前講座の周知

に対する取り組み

(2)講演会の実施

(4)ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞでの

周知活動

(5)広報紙での

周知活動

(7)福祉用具体験

学習の年少者への

意識啓発

事務局が、１回目の部会で
【様式２】平成２４年度 実践ワークシート
　１．平成２３年度の実施結果
　（５）評価結果 を転記。
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(8)デイクラブ・サ

ロン等の交流の場づ

くり推進

(9)住民座談会への

参加呼びかけ

(10)地域情報の集

約・把握

(11)ボランティア

参加促進
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(12)災害時福祉行

動ﾏﾆｭｱﾙ(仮称(案))

の作成

(13)ネットワーク

づくり

の取り組み

(14)地域コミュニ

ティケア会議の実

施

(15)ｻｰﾋﾞｽ提供者

への意識啓発

資料３

事務局が1回目の部会でここまで転機し、各委員へ渡します。

2回目の部会ま
でに、地域福祉
計画との対比を
踏まえた基本施
策の評価を記入
してください。

2回目の部会までに記入してください。

2回目の部会までに記
入してください。
３段階判定　別紙参
照
（資料１のＰ４）
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